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誰
も
が
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
を
実
感
し
、
町
民
の
多

く
が
災
害
や
農
作
物
へ
の
影
響
な
ど
、

わ
が
事
と
し
て
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

９
月
の
「
国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト
」

で
は
、
７
６
０
万
人
の
デ
モ
が
行
わ
れ
、

77
か
国
が
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
表
明
し
て

真
剣
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

一
方
、
日
本
政
府
は
排
出
量
世
界
第

５
位
で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
排
出
ゼ
ロ

の
期
限
を
示
さ
ず
、
石
炭
火
力
発
電
所

の
増
設
や
輸
出
を
計
画
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
か
ら
、
実
質
排
出
ゼ
ロ

を
掲
げ
た
取
組
を
起
こ
し
、
政
府
の
姿

勢
を
改
め
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

つ
い
て
は
、
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
推
移
は
。

(2)
町
と
し
て
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
温

室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
ゼ
ロ
の
目
標
と

計
画
を
持
つ
考
え
は
。

(1)
環
境
省
の
部
門
別
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
現
況
推
計
で
は
、
幕
別
町
の

排

出

量

は
、

平

成

26

年

度

は

約

23
万
５
千
ト
ン
、
27
年
度
は
24
万
１
千

ト
ン
、
28
年
度
は
24
万
ト
ン
と
な
っ
て

お
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
る
。

(2)
温
室
効
果
ガ
ス
実
質
排
出
ゼ
ロ
と

は
、
Ｃ
Ｏ
２
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ

い
て
削
減
努
力
を
行
い
、
ど
う
し
て
も

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
排
出

量
に
見
合
っ
た
排
出
権
の
購
入
や
植

樹
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
活
動
に
投

資
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
排
出
を
相
殺

す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
本
町
で

は
、
平
成
18
年
２
月
に
「
幕
別
町
地
域

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、

目
標
年
度
と
す
る
27
年
度
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
が
、
目
標
の
３
９
１
４
ト

ン
を
大
き
く
上
回
る
６
４
３
０
ト
ン
の

削
減
を
達
成
し
た
が
、
総
排
出
量
の
推

移
で
は
、
17
年
の
総
排
出
量
23
万
６
千

ト
ン
に
対
し
、
５
千
ト
ン
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。
本
町
の
森
林
で
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
は
約
５
万
ト
ン
で
、
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
に
は
、
従
来
の
取
組
の
延
長

で
は
実
現
が
困
難
で
あ
る
。
世
界
全
体

で
の
取
組
と
、
想
像
を
超
え
る
よ
う
な

大
胆
な
技
術
革
新
が
不
可
欠
で
、
こ
れ

ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
巨
大
な
資

金
、
技
術
力
を
有
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
力

を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
て
い
る
。
本
町
で
も
、
こ
の
よ
う
な

技
術
革
新
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、

国
や
北
海
道
、
管
内
市
町
村
と
連
携
を

図
り
、
町
と
し
て
で
き
る
限
り
の
排
出

削
減
に
努
め
た
い
。

十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
の
一
般

廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
「
く
り

り
ん
セ
ン
タ
ー
」
の
建
て
替
え
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
ご
み
処
理
の
在

り
方
が
問
わ
れ
て
お
り
、
以
下
の
点
を

伺
う
。

(1)
建
て
替
え
に
よ
る
町
民
負
担
は
。

(2)
町
民
が
意
見
を
言
え
る
場
は
。

(3)
生
ご
み
や
紙
お
む
つ
の
資
源
化
は
。

(4)
ご
み
処
理
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る
考
え
は
。

(1)
新
た
な
ご
み
の
処
理
方
式

は
、
構
成
市
町
村
の
人
口
推
計
を
基
に

規
模
が
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
決
定

さ
れ
、
概
算
事
業
費
の
約
２
８
５
億
円

に
対
す
る
本
町
の
費
用
負
担
額
は
、
現

時
点
で
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ご
み
の
分

別
方
法
お
よ
び
種
類
は
現
行
と
同
じ
で

あ
り
、
新
た
な
町
民
の
負
担
は
生
じ
な

い
と
考
え
て
い
る
。

(2)
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
意
見

を
募
集
し
、
十
勝
圏
複
合
事
務
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
、
支
所
に
お
い
て
、

基
本
構
想
原
案
が
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
、

12
月
、
帯
広
市
と
音
更
町
で
住
民
説
明

会
が
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

(3)
低
コ
ス
ト
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
に
よ
る
堆
肥
化
の
推
奨
や
食
品
ロ
ス

の
防
止
啓
発
な
ど
検
討
を
進
め
た
い
。

紙
お
む
つ
の
資
源
化
は
、
多
く
の
課
題

が
あ
り
難
し
い
。

(4)
「
幕
別
町
廃
棄
物
減
量
等
審
議
会
」

を
設
置
し
、
商
工
会
や
農
協
な
ど
の
関

係
機
関
か
ら
９
人
の
委
員
と
、
町
民
か

ら
の
公
募
委
員
４
人
の
方
が
参
画
さ
れ

審
議
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

答問
国
や
北
海
道
、
管
内
市
町
村
と
連
携
を
図
り
、

排
出
削
減
に
努
め
た
い

温
室
効
果
ガ
ス

「
排
出
ゼ
ロ
」
の
目
標
設
定
を

問町
　
長

酒井はやみ 議員
（日本共産党
幕別町議員団）

答問

幕
別
町
廃
棄
物
減
量
等
審
議
会

で
審
議
す
る

ご
み
処
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
町

民
が
意
見
を
言
え
る
場
を

問町
　
長

新施設の整備が予定される
くりりんセンター


